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栄養科だよりは毎月発行しています。
院内の掲示やホームページでもご覧いただけます。
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（11月11日昼食の予定です）

（11月2日昼食の予定です）

チキンソテーママレードソース

クラムチャウダー

今月のイッピン！

今月の行事食

あさりと野菜の入ったクリームスープです。これからの寒い季節におすすめの、体が温まる一品。

チキンソテーをメインとしたランチです。ソースには
ママレードジャムを加え甘味とほろ苦さを味わえます。

リハビリテーション科　理学療法士　黒田 知之

訪問看護ステーション　理学療法士　早川 尚宏

糖尿病の人や糖尿病予備軍の人は、食後の血糖値がなかなか低下せず高血糖の状態
が続いてしまい、動脈硬化や糖尿病合併症などの病気が起こりやすくなります。食事
の食べ方を少し変えるだけで、食後の血糖値上昇をゆるやかにすることができます。
ポイントは、よく噛んでゆっくり食べる・野菜やきのこ・海藻類から
食べ始める・1日3食食べる（量も均等に）です。
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訪問看護ステーションこばたけ-❷

食後の血糖値の
上昇をゆるやかにする

食べ方とは？

筋萎縮性側索硬化症患者への視線入力が可能な意思伝達装置の導入について
～重度障害者用意思伝達装置マイトビーI-15の使用経験と導入条件の考察～

Report
『福山医学』に症例報告が掲載されました

呼吸リハビリテーションとは？

（全4回）

活動報告

　呼吸リハビリテーション（以下、呼吸リハ）はあまりなじみのない分野
かもしれません。今回は呼吸リハについて簡単に説明させていただきた
いと思います。
　気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、肺がん、呼吸器感染症は、呼吸
器の４大疾患です。タバコの煙を初めとする有害物質の長期吸入や免疫
異常により呼吸器疾患になりやすいです。呼吸器疾患では呼吸がしにく
くなったり、呼吸機能が低下したりします。そのために 『安静→全身の筋
力低下→動くと息切れ→安静→…』と悪循環を繰り返すことが多いです。
呼吸リハとはそういった患者さんに対して、

可能な限り機能を回復、維持することによって、症状を改善し、患者さん自
身が自立した日常や社会生活を送れるように継続的に支援する医療です。
チーム医療により呼吸器の障害で悩まれている患者さんのADL（日常生

活活動）やQOL（生活の質）の維持・向上を目指しています。ご自身が無理
なく動ける範囲で身体を動かし、良い循環に変えていくことが大切です。
そのために今後のやりたいことや生活背景を伺う中でご一緒に目標を設
定し、適切な運動プログラムを立て正しい生活管理が行えるお手伝いを
させて頂きます。
　次号では神経難病の方への呼吸リハについて掲載させていただきます。

簡単な運動
症状に合わせた
栄養管理

うつの解消
日常生活を
楽しめる

体調の安定
筋力の維持
息切れ減少

活動量が増える
病状増悪の抑制 編集後記

今号で紹介の通り、例年では5月に行う新入職員研修会ですが、新型コロナウイルスの
影響で、7月に行いました（5ページ参照）。医療業界では様々な年代の同期ができます。
高校卒業後、間もない人からウン十代まで。これからも同じ志を持つ、幅広い年代の仲
間が集まれるよう病院を盛り上げていきます。（バタバタ）

　「第25回 福山医学祭」で発表した演題を基に、この度「福山医学 第26・
27・28合併号」へ症例報告を投稿し掲載されました。筋萎縮性側索硬化
症（ALS）とは全身の筋肉が徐々に萎縮し、主に歩行障害や構音障害、嚥
下障害を呈します。構音障害により発声によるコミュニケーションが取
りにくくなるため、ALS発症後のコミュニケーション方法の確立は非常
に重要であると言われています。コミュニケーション機器には視線を利
用するタイプやスイッチを押すタイプなど様々な機種が開発されてお
り、患者のニーズや身体機能に合わせて機器を選択することが可能で
す。今回の症例報告では視線を利用するタイプの機器を使用しました。
機器の調整には大変苦労しましたが、これらの症例を通して各職種の役
割や機器の特徴を深く知ることができました。今回の経験を活かし、今
後も適切にコミュニケーション機器が導入できるように支援していき
たいと思っております。 ※構音障害・・・発音が正しくできない症状
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